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慶
長
勅
版

の
刊
行

に

つ
い
て

―
―
慶
長
四
年
刊
本
を
中
心
に
―
―

安

野

博

之

は
じ
め
に

 
慶

長
勅
版

と

は
、

後

陽
成

天
皇

の
勅
命

に
よ

っ
て
刊

行

さ
れ

た
古
活
字

本

の
称

で
あ
る
。
慶

長

勅
版

に

つ
い
て
は
既

に
川
瀬

一
馬
氏

の
総

括
的

な

研
究

が
あ

り
、

そ

の
印

刷
技
法

は
金

子
和

正
氏
、

森
上

修
氏

に
よ

っ
て
明

ら

か

に
な
り

つ

つ
あ

る
。

た
だ
、
慶

長
勅

版

の
依

拠

す
る
本

文
が

何

で
あ

る

か

に

つ
い
て
は
、
今

ま

で
あ
ま

り
関

心
が
払

わ

れ
て

い
な

い
よ
う

で
あ

る
。

筆
者

は
か

つ
て
、
慶

長
勅

版

『
長
恨

歌
琵
琶

行
』

『
白

氏
五
妃

曲
』
の

本
文

が
、
豊

臣
秀

吉
侵

略
時

に
将
来

し

た
と

さ
れ

る
朝

鮮
本

に
拠

っ
て

い

る

こ
と
を
論

じ

て
み

た
。
本
稿

で
は
、
関

ヶ
原

の
合
戦

前

に
相
当

す

る
文

禄

二
年

か
ら
慶
長

四
年

の
間

に
刊
行

さ

れ
た
も

の
を
取

り

上
げ
、

そ

の
刊

行
事

情

に

つ
い
て
若
干

の
考
察

を

し

て

い
き
た

い
。

 
後

陽
成

天
皇

に
よ

る
勅
版
刊

行

の
嗜
矢

と

さ
れ

る
の
が
、
文
禄

二
年

(
一

五
九

三
)
刊

『古

文
孝

経
』

で
あ

る
。
本
書

は
現
存

せ
ず

、
そ

の
刊
行

は

『時

慶
卿

記
』

の
記
事

に
よ

っ
て
確
認

で
き

る
。

こ

こ
に
該
当

個
所

を
西

本
願

寺
本

に
よ

り
摘
記

し

て

み
る
と
以

下

の
よ
う

に
な

る
。

文
禄
二
年

(
一
五
九
三
)

 
閏
九
月
一
二

日
 
天
晴
、
禁
中
御
触
、
折
紙
ア
リ
、
錐
当
番
則
参
上

 
 
 
 
 
 
 
 
候
、
ハ
ン
ノ
字
ヲ
十

一
両
人
二
被
仰
付
撰
候
。

 
 
 
 
二
二
日
 
天
晴
、
善
右
衛
門
出
候
、
禁
中
参
上
、
文
字
ヲ
撰

 
 
 
 
 
 
 
 
事
、
如
昨
日
。

 
 
 
 
二
一二
日
 
天
晴
、
如
昨
禁
中
参
上
、
板
考
ノ
字
ヲ
撰
及
薄
暮

 
 
 
 
 
 
 
 
退
、
日
野
ハ
不
参
也
。

 
 
 
 
二
四
日
 
天
晴
、
如
昨
禁
中
へ
字
撰

二
参
候
、
泉
長
老
被
召
、

 
 
 
 
 
 
 
 
文
駒
ヲ
被
引
候
、
及
黄
昏

二
退
出
。

 
 
 
 
二
七
日
 
天
晴
、
飯
後
禁
中
御
番
参
勤
、
吉
田
代
又
内
々
被

 
 
 
 
 
 
 
 
召
候
、
先
度
ノ
残
文
字
引
候
、
於
御
湯
殿
ノ
上
ニ

 
 
 
 
 
 
 
 
テ
、
勅
言
ヲ
奉
候
、
広
橋
中
納
言
、
右
衛
門
督
、

 
 
 
 
 
 
 
 
飛
鳥
井
中
将
、
極
萬
南
禅
寺
ノ
三
長
老
等
也
、
又

 
 
 
 
 
 
 
 
某
ニ
ハ
先
日
被
仰
付
候
書
籍
之
目
録
推
可
申
通

 
 
 
 
 
 
 
 
候
。

 
 

=

月
六
日
 
天
晴
、
(中
略
)於
御
湯
殿
上
、
六
條
ト
両
人

二
板

 
 
 
 
 
 
 
 
校
ノ
字
其
類
く

撰
集
候
。
直

二
仰
也
。

 
 
 
 

一
六
日
 
天
晴
、
晩
二
雨

(中
略
)
古
文
孝
経
ノ
板
出
来
候
、
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一
二
月

八

日

=

二
日

上

ヨ
リ
被

見
下

候
。

雨

天

(中

略
)

自
禁
中

孝
経

印
本

拝
領

、
長
橋

迄

御

礼

二
参
上
、

今
度
板

校

ヲ
被
起

候
本

也
。

天

晴
、
(中

略

)
禁
中
御

会
参

上
、
執
筆

ハ
六
條

也

、

申

刻

二
果
食

ハ
如
例

、
於
内

々
番

所

ニ
シ
テ
在

之

、

御

会

ノ
席

ハ
小

御
所
也

、
午

刻

モ
於
御

前
御

酒

ア

リ

、
各
御

人
数

二
孝

経

ノ
印
本
被

下
、

六
條

ト
某

斗

ハ
先

日
拝
領

也
。

 

こ
れ

に
よ
れ
ば

、

六
条
有

広

・
西
洞
院

時
慶

の

二
人
が

お
湯

殿

上

の
間

に
お

い
て
植

版

に
従
事

し
、

=

月

一
六
日
を

も

っ
て
印

行

を
終

え
、

一

二
月

八

日

に
両

人
が

ま
ず
拝

領

し
、

=
二
日

に
他

の
近
侍

の
者

に
下
賜

さ

れ

た
と

い
う
。

本
書

に

つ
い
て
は
、
確

た

る
根

拠

も
な

い
ま

ま
従
来

銅

活

字
版

と
見

な
さ

れ

て
き
た

こ
と

に
対
し

、
森

上
氏

は
異
議

を

唱
え

る
が

、

本
書

が
現
存

し

な

い
以
上
、

不
明

と

い
う
他

な

い
。

『
古
文

孝

経

(孔
安

国

伝
)
』
は
、
中

国

で

五
代

の
乱

に
よ
り
亡
失

し

て
お

り
、
慶

長

以
前

の
中

国

刊
本

及
び

朝
鮮

本

の
存

在

を
確
認

す

る

こ
と
が

で
き
な

い
。

『
古

文
孝
経

』

慶
長
勅
版

一
覧

(『
国
史
大
辞
典
』
「
勅
版
」

の
項

(飯

田
瑞
穂
氏
執
筆
)
を
も
と
に

一
部
改
変
し
た
)

書
名

冊
数
(
丁

数)

版
式
(
匡
郭
・

界
・

半
丁

字詰

)

出
版
年
時

『
古
文
孝
経』

(
文禄

勅
版)

不
明

不
明

文
禄
二

年
一
一

月
一

六
日
(
『時

慶
卿
記』)

『
錦
繍
段』

一

冊
(
六
四

丁)

左
右
双
辺
・

有
界
・

八
行

十
七

字

慶
長
二
年
七
月
下
溝
(
践
文V

『
勧
学
文』

一

冊
(
五

丁)

左
右
双
辺
・

有
界
・

八
行

十
七

字

慶
長
二
年
八
月
下
溝
(
践
文)

『
日
本
書
紀
神
代
巻』

一

冊
(
四
四

丁)

四
周
単
辺
・

無
界
・

八
行

十七

字

慶
長
四

年
閏
三

月
三

日
(
『
お

湯
殿
の
上
の

日
記』)

『
大
学』

一

冊
(
九

丁)

左
右
双
辺
・

有
界
・

八
行

十七

字

慶
長
四

年
閏
三

月
八
日
(
同
右)

『
中
庸』

一

冊
(
一

八

丁)

左
右
双
辺
・

有
界
・

八

行十

七

字

慶
長
四
年
閏
三

月
一

七
日
(
同

右)

『
古
文
孝
経』

一

冊
(
九

丁)

左
右
双
辺
・

有
界
・

八

行十

七

字

慶
長
四
年
五
月
二

五
日
(
同
右)

『
論
語』

一

冊
(
三
五

丁)

左
右
双
辺
・

有
界
・

八

行十

七

字

慶
長
四
年
五
月
二

五
日
(
同
右)

『
孟
子』

二

冊
(
一

四
〇
丁)

左
右
双
辺
・

有
界
・

八

行十

七

字

慶
長
四
年
五
月
二

五
日
(
同
右)

『
職
原
抄』

二

冊
(
九

九
丁)

四
周
単
辺
・

無
界
・

八

行十

七

字

慶
長
四
年
六
月
(
籔
書
木記

)

『
長
恨
歌
琵
琶
行』

一

冊
(
一

三

丁)

四
周
双
辺
・

有
界
・

八

行十

七

字

慶
長
八
年
正
月
(
『慶

長
日
件
録』)

『
白
氏
五
妃
曲』

一

冊
(
一

四
丁)

四
周
双
辺
・

有界

・

八

行十

七

字

慶
長
八
年
四
月
一

日
(
『
言
経
卿
記』)

『
陰
虚
本
病』

一

冊
(
六

丁)

四
周
単
辺
・

無界

・

八

行十

七字

不
明
(
存
疑
・

小
汀
利
得氏

蔵古

活字

版
に
よ
る)

『
中
臣
祓』

不
明

不
明

不
明
(
存
疑
・

慶
安
刊

『中

臣
祓』

に
よ
る)
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は
本
文

の
異

同
が
頗

る
多

く
、

そ
れ

ぞ
れ
が

み
な
異

な

る
本
文

を
持

っ
て

い
る

と
言

え
る
程

で
あ

る
。
そ

れ
は

『
古
文
孝

経
』

が
写

本

で
し

か
伝
来

し
な

か

っ
た

こ
と

に
起

因
し
、
、
慶
長

勅
版

『
古
文

孝
経

』

に

お

い
て
も
、

そ

の
本

文

は
日
本

の
古
紗

本

に
依
拠

し
た

も

の
と
思
わ

れ

る
。

 

文
禄

二
年

に
続

き
、
慶

長

四
年

に
再
び
刊

行

さ
れ
た
勅

版

『
古
文

孝
経

』

は
、
管

見

の
限

り
天
理

図
書
館

本
、
東

洋
文

庫
本

、
国

会
図
書

館

本
、
宮

内

庁
書

陵
部

本
、
愛

知

県
立
刈

谷
図
書

館
本

の
五
本
が
確

認

で
き

、
既

に

覆

製

本
が

二
度
刊
行

さ
れ

て

い
る
。

本
書

は
孔
伝

本

の
単
経
本

で
、
喪

親

章

は
省

か
れ

て

い
る
。

こ
れ

は
当
時

の
喪
親

章
不

読

の
慣
行

に
倣

っ
た
も

の
で
あ
る

と
さ

れ
る
。
本

書

の
書

誌

に

つ

い
て

は
既

に
言
及

が
あ

り
、
筆

者

は
こ
れ

に
付

け
加

え

る

べ
き
点
を
持

た

な

い
。

本
書

の
活
字

に

つ
い
て

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

(10
)

も
文
禄

二
年

刊
本
同

様
、

銅
活

字
版

と

み
る
説

も
あ

っ
た
が
、

金

子
和

正

氏

は
、
印
刷

面

の
文

字

に
濃
淡

が

み
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
本
書

を

木
活

字

印
刷

で
あ

る
と

訂
正

し
た
。

ま
た
、

本
書

は
確

た

る
根

拠

の
無

い
ま

ま
清

原
国

賢

(秀

賢

の
父
)

に
よ

り
、
清

原
家

の
家
本

に
拠

っ
て
刊

行

さ

れ
た

も

の
と

い
わ
れ

て

い
る
。
し

か
し
、

本
書

の
本

文
を
清

原
秀

賢

の
践
文

を

有

す
る
慶
長

七
年
刊

本

や
、
清

原
尚

賢
校
享

保

六
年

二

七

二

一
)
本

と

比
較

す

る

に
、

明
ら

か

に
そ

れ
と

は
異
な

る
本
文

で
あ

る
。
慶

長

七
年

刊

本

は
京
都
大

学
附

属
図

書
館
、

東
北

大
学
附

属

図
書
館

、
東

洋
文

庫
、

高

野
山

宝
亀
院

に
蔵

す

る
が
、

そ

の
う

ち
京
大

、
東

北
大

蔵
本

は

と
も

に

二

六
丁

目

(
尾
題
、
蹟

文

が
あ

り
、

こ

の
部

分

の
み
整
版

)

を
欠

き
、
東

洋

文
庫

本

は
蹟

文

に
虫

損

が
あ

る
。

こ
こ

で
慶

長

七
年
刊

本

の
秀
賢

に
よ

る

蹟
文

を
高

野
山
宝
亀

院

本

に
よ
り
掲

出

し
て

み
る
。

 

 

或

一
日
来

而
謂
予

日
、
孝

経
者

非

百
行
之

為
本
書

乎
、

今
世

好
事

者

 

 

多
以

錐
費
梓

、

工
未
及

此
書
惜

 

、
因
貰

刊
鎧

之
労

、
欲
備

幼

学
之

 
 
几
案
也
、
予
感
其
志
、
遂
出
累
代
的
本
、
借
與
焉
、
予
亦
時
々
加
校

 
 
訂
者
也

 
 
 
 
 
 
 
 
 

慶
長
壬
寅
八
月
壬
子
明
経
儒
清
原
秀
賢
誌

 
出
版
人
と
お
ぼ
し
き

「或
ル
ヒ
ト
」
の
言
葉
に

「今
ノ
世
ノ
事
ヲ
好
ム

者
ハ
多
ク
以
テ
梓

二
費
ヤ
ス
ト
錐
モ
、
工
未
ダ
此
書

二
及
バ
ザ
ル
ハ
階
シ

イ
カ
ナ
」
と
あ
る
が
、
秀
賢
が
慶
長
勅
版

『古
文
孝
経
』
の
刊
行
を
知
ら

な
か
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
こ
れ
は
民
間
で
の
刊
行
が
な
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
こ
の
蹟
文
は
秀
賢
の
自
筆
に
酷
似
し
、

東
北
大
学
本
は
東
洋
文
庫
本
の
蹟
文
を
虫
損
箇
所
に
至
る
ま
で
墓
紗
し
て

(
14
)

あ

る
。
恐

ら
く

こ

の
蹟

文

は
刊

行
当

初

か
ら
あ

っ
た
も

の

で
は
な

く
、

民

間

に

お

い
て
最

も
早

く
注

を
持

つ

『古
文

孝
経

』

を
刊
行

し

た

こ
と

の
証

左

と
し

て
、
後

か
ら
加

え

ら
れ
た

も

の
で
あ

ろ
う
。

丁
付

け

は

二
四
丁

ま

で
で
あ

り
、
蹟

文

の
二
六
丁

の
み
な
ら
ず

、
本

文
最

終
章

(喪

親

章
)

を

載

せ

る
二
五
丁

目

に
も
版

心

に
丁

付
け

が
付

さ

れ
な

い
の

は
、
当

初
喪

親

章

を
印
行

し

な

い
予

定

で
あ

っ
た
た
め

と
も
考

え

ら
れ

る
。

そ

の
真
偽

は

と
も

か
く
、

こ

の
蹟

文

か
ら
は
慶

長
四
年

の
時
点

で
、
秀

賢

が
勅

版

『
古

文

孝
経
』
の
刊

行

に
関

与

し
て

い
た

と
は
考

え
難

い
。

『
言
経

卿
記

』
慶

長

三
年

二
月

二

一
日
条

で

は
言

経
が

意
庵

を
尋

ね
、
内

々
に
依

頼

し

て

い
た

=
子
版

の

『大

学
』

『
中
庸

』

『
孟
子
』

の
新

刊
本

に

つ
い
て
、

そ
れ

を
受

け
取

る
た
め

に
同
行

の
阿
茶

丸

に
使

い
の
用

を

さ
せ
、

四
月

二
二
日

に

こ

れ
ら
を

入
手

し

て

い
る
。

そ
し

て

『論

語
』

に

つ
い
て
は
同

年
九

月

=

日

に
、
清

原
秀

賢

を

介

し

て
受

領

し

て

い
る

こ
と

が

既

に
指

摘

さ

れ

て

い
る
。
秀

賢

が
ど

こ
ま

で
こ

の
慶

長
勅

版

に
先
立

つ
古
活

字

版

の
刊
行

に

関

わ

っ
た

の
か

は
不
明

で
あ

る
が
、

「
工
未
ダ

此
書

(
『古

文

孝
経

』
)
二
及

バ
ザ

ル
」
状

況

で
あ

っ
た
と
思

わ
れ

る
。

翌
年
刊

行

さ
れ

た
慶

長
勅

版

が
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清
原
家

の
本
文
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
秀
賢
は
慶
長
七
年
に
至
り

『古
文
孝
経
』
の
刊
行
に
協
力
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
静
嘉
堂
文
庫
に
は
こ

の
慶
長
七
年
本
と
同
種
活
字
の
『論
語
』
(
一
〇

一
-
二
〇

(八

一
八
三
)
)

が
あ
り
、
巻
十
尾
題
の
後
に

「此
圓
珠
者
以
大
学
博
士
清
原
秀
賢
本
/
写

点
轍
莫
許
他
之

一
瞬
可
秘
/
慶
長
龍
集
第
八
夏
五
吉
辰
瀧
川
豊
前
守
」
の

墨
書
識
語
を
有
し
、
秀
賢
の
伝
え
る
家
本
に
よ
っ
て
加
点
し
た
由
が
述
べ

ら
れ
る
。
本
書
の
本
文
も
ま
た
慶
長
勅
版

『論
語
』
と

一
致
し
な
い
。
慶

長
七
年
版

『古
文
孝
経
』
と
同
種
活
字
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の

『論

語
』
に
つ
い
て
も
秀
賢
が
関
与
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

 
先
述
の
享
保
六
年
本

『古
文
孝
経
』
は
関
西
大
学
図
書
館
、
東
北
大
学

図
書
館
、
椙
山
女
学
園
大
学
図
書
館
に
蔵
し
、
慶
長
頃
の
刊
行
と
推
定
さ

れ
る
無
刊
記
第
二
種
本
の
覆
刻
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
先
の

秀
賢
の
践
文
か
ら
す
れ
ば
、
仮
に
こ
の
無
刊
記
古
活
字
版
が
清
原
家
の
本

文
だ
と
し
て
も
、
慶
長
七
年
本
よ
り
も
後
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

 
清
原
家
が
御
読
書
始
に
使
用
し
た
本
は
、
現
在
京
都
大
学
附
属
図
書
館

清
家
文
庫
に
蔵
す
る
清
原
教
隆
奥
書
本
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
慶
長
七
年
秀

賢
本
や
享
保
六
年
本
の
本
文
と
が

一
致
し
な
い
の
は
、
御
読
書
始
に
使
用

す
る
本
文
を
門
外
不
出
と
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
総
じ
て
、
慶
長
勅
版
『古

文
孝
経
』
の
本
文
は
、
清
原
家
が
関
与
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
の
で
あ
る
。

二

 

 

そ

こ
で
注
目

し
た

い
の

は
、

京
都

大
学

附
属

図
書
館

平
松

文
庫

蔵

西
洞

院
時
慶

紗
写

『
古
文

孝
経

』

(平
松

ー
第

八
門

ー

コ
ー
6
)
で
あ

る
。
本

書

は
早

く

『孝

経
善
本

集
影

』

(大

阪
府

立
図

書
館
編

、

昭

12
・
6
)

に
収

載

さ

れ
て

い
る
が
、
阿

部
隆

一
氏

の

「
孔
伝
古

文

孝
経
校

勘

記

」

に
も
触

れ

ら

れ
ず
、

ほ
と

ん
ど
注

目
さ

れ
る

こ
と
が

な

か

っ
た
も

の

で
あ

る
。
簡

単

に
書
誌

的
事

項

に

つ
い
て
触

れ

て

み
る

こ
と

に
し
よ

う
。

 

大

本
袋
綴

一
冊
。

写
本

(江
戸

初
)
。

薄
茶

色
表

紙

(
ε

×
0
.)
左
肩

に

打
付

け
書

き
で

「孝

経
」

と
墨
書

。
遊

紙

な
し

。
本

文
墨

付

七
丁

、
十

二

行

二
十
字
。

本
文

と
は
別
筆

で
以
下

の
識
語

が

あ

る
。

 

 

吾
先

君

西
洞

院

時
慶

卿

所

自

写

古

文
孝

経

一
冊

、
凡

吾

家

幼

子
童

 

 

孫
入
学

之
時
、
先

教
以
孝

経

用
、
此

和
訓

蓋
故

事
也

、
予

入
学

之
時

、

 

 

受
祖
時

量
之

口
授
亦

此
和

訓
也
、

世

々
可
寳

而
秘

之
 

 

時
春

識

 

本
書

と
慶

長
四
年

刊

『古

文
孝

経
』

の
本

文

を
比
較

す

る

に
、
ご

く
僅

か
な
相

違
点

を
除

け
ば
、

字
体

に
至

る
ま

で

ほ
ぼ

一
致
す

る
。

本
書

の
本

文
が
時

慶

の
筆

で
あ

る

こ
と

は

『
時
慶

卿
記

』

『夢

後

記
』
等

と
比
較

し

て

明
ら

か

で
あ

る
。

た
だ
し
時

慶
紗

写
本

は
聖

治
章

に
お

い
て
、

目
移

り

に

よ
る
誤

写
が

み
ら

れ
る
な

ど
、
良

質

な
伝
本

で
あ

る
と
は

言

い
難

い
。
恐

ら
く
慶

長
勅
版

そ

の
も

の
か
、
慶

長
勅

版

の
基

と
な

っ
た
本

文

を
時

慶
が

紗

写

し
た
も

の

の

一
本

で
は
な

い
だ

ろ
う

か
。
時

慶

は
歌

人

と
し

て
そ

の

名

を
知

ら

れ
て

い
る
が
、

『論

語

』

『荘

子
』

『蒙
求

』
等

の
講
釈

に
出

席
す
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る
な

ど
、
漢
籍

に
も

少
な

か
ら

ぬ
関

心
を
持

っ
て

い
た
。
慶

長

四
年
刊

『古

文

孝
経

』
が
清
家

本

に

一
致

せ
ず

、
時
慶

紗

写
本

に
ほ

ぼ

一
致

す

る
の

は
、

彼

が
文

禄

二
年

刊
本

に
続

き
、
慶

長

四
年
刊

本

に
至

っ
て

も

そ

の
刊

行

に

関

与

し
て

い
た

こ
と
を
う

か
が

わ

せ
る
。

こ

こ
で
慶
長

四
年

刊

本

の
刊
行

に
関

す
る
記
事

を

『
お
湯
殿

の
上

の
日
記
』

よ

り
掲
出

し

て

み
よ
う

。

 

慶
長

四
年

(
一
五
九
九

)

 

 
閏

三
月

八
日
 

大

か
く

新

は
ん

に
仰

せ

つ
け
ら

れ
候
、

け

ふ

い
て
き

 

 

 
 

 
 

 

 
候
。
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一
七

日
 
中

よ
う

も
新

は
ん

い
て

き
た

つ
る
。

 
 

五
月

二
五

日
 

四
し

ょ
、
き

ょ
う

き
ゃ
う
新

は

ん

に
仰

つ
け

ら
れ

て

 
 

 
 

 
 
 

 

い
て
き
、
御
所

御
所

、

お
と

こ
た
ち

に
た

ふ
。

 
木

村

三
四
吾

・
金

子
和
正

氏

は
こ
れ

ら

の
匡
郭

、
界

線
、

柱
刻

の
磨
損

状
態

よ

り
、

こ
れ
ら

の
慶
長

勅
版

が

『大

学
』
・
『
中
庸
』
・
『古

文
孝

経
』
・

『論

語
』
の
順

に
刊
行

さ

れ
て

い
る

こ
と
を
指
摘

し
、

『
お
湯

殿

の
上

の
日

記
』

の
記
述

を
裏

付

け
た
。
慶

長

四
年
刊

『古

文
孝
経

』

は
、

四
書

の
刊

行

に
伴

い
、

文
禄

二
年
刊

本

の
本
文

を

も
と

に
時

慶
等

に
よ

っ
て
刊

行

さ

れ

た

の
で
は
な

い
だ

ろ
う

か
。
本
書

に
先

行
す

る
慶

長
勅
版

と

し

て
慶

長

二
年

(
一
五
九

七
)
刊

『勧

学
文
』

が

あ
る

が
、
東

洋
文
庫

蔵
本

の
巻

首

扉

に
は
、
時

慶

の
筆

で

「
上

ヨ
リ

 
時
直

二
拝

領

慶

長

二
年

八
月

二
六

日
」

と
あ

る
。
時

直

は
時

慶

の
子

で
あ

る
が
、

こ

の
こ
と

か
ら
も
時

慶

が

後

陽
成
天
皇

の
側

近

と
し

て
、
慶
長

勅

版

の
刊

行

に
深
く
関

わ

っ
て

い
た

人
物

で
あ

る

こ
と
が
察

せ

ら
れ

よ
う
。

 
慶

長
勅

版

『古

文
孝

経
』

及
び

四
書

が
、
割

注
を

持

た
な

い
単

経
本

で

刊
行

さ

れ
た

こ
と
は
、

刊
行

を
急

い
だ

た
め

に
技
術

的

に
難

し

く
、
煩

雑

な
割

注
を

省

い
て
単
経

本

と
し

て
刊
行

し
た

か
、
初

め

か
ら
単
経

本

を
採

用

し
た

か
の

い
ず

れ

か

で
あ

ろ
う

。

四
書

の
う

ち

『
大
学
』

『
中
庸

』
は
清

家

本

に
拠

っ
て

い
る

と
考

え
る
向

き
も

あ

る
が
、
本

文
が
校

訂

を
経

て

い

る
可
能
性

も
あ

り
、
単

経
文

本
文

の
特

定
は

困
難

で
あ

る
。

仮

に
そ

れ
が

清
家

本

に
拠

っ
て

い
る
と

し

て
も

、
清

原
家

の
積
極

的
な
関

与

は
な

か

っ

た

の
で
あ

ろ
う
。

そ

の

一
方

で
、

ほ

ぼ
時
を

同
じ

く
し

て
刊

行

さ
れ

た
慶

長

勅
版

『
日
本
書

紀
神

代
巻

』

『職

原
抄

』
に

つ
い
て
は
、

明
ら

か

に
清

原

家

が
関
与

し

て

い
る
こ

と
が
わ

か

る
の
で
あ

る
。

以
下
両

書

に

つ
い
て
検

討

し

て

い
き

た

い
。

 
 
 
 
三

 
慶
長
四
年

(
一
五
九
九
)
閏
三
月
に
後
陽
成
天
皇
の
勅
命
に
よ
り
刊
行

さ
れ
た

『日
本
書
紀
神
代
巻
』
は
、
現
在
宮
内
庁
書
陵
部
に
三
本
存
す
る

の
を
始
め
、
神
宮
文
庫
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
、
陽
明
文
庫
、
大
阪
府

立
図
書
館
、
静
嘉
堂
文
庫
、
成
葺
堂
文
庫
な
ど
に
、
慶
長
勅
版
の
う
ち
最

も
多
い
一
五
本
が
現
存
す
る
。
そ
の
う
ち
成
費
堂
文
庫
蔵
本
は
昭
和
三
年

に
一
誠
堂
よ
り
覆
製
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
煩
を
厭
わ
ず
そ
の
蹟

文
を
掲
出
す
る
。

 
 
日
本
書
紀
歴
代
之
古
史
也
。
元
正
天
皇
養
老
年
中
、

一
品
舎
人
親
王

 
 
太
朝
臣
安
麻
呂
奉
勅
撰
之
。
吾
朝
撰
書
迄
奏
覧
以
是
為
権
輿
者
耶
。

 
 
君
臣
共
以
莫
不
窮
此
書
 
。
按
応
神
天
皇
以
還
至
継
体
天
皇
御
宇
、

 
 
異
域
典
経
多
以
錐
来
朝
、
不
解
其
義
、
徒
経
三
百
有
余
歳
 
。
推
古

 
 
天
皇
御
宇
、
聖
徳
太
子
察
三
才
之
源
、
達
三
国
之
起
。
故
始
以
漢
字

 
 
附
神
代
之
文
字
傍
。
於
子
笈
吾
邦
人
浸
得
識
量
典
経
之
旨
。
非
至
聖

 
 
敢
成
此
緯
哉
。
蓋
神
道
者
為
万
法
之
根
抵
、
儒
教
者
為
枝
葉
、
仏
教

 
 
者
為
花
実
。
彼
之
二
教
者
、
皆
是
神
道
之
末
葉
也
。
雅
以
枝
葉
顕
其

 
 
本
源
。
然
則
異
曲
同
工
者
欺
。
頃
学
儒
仏
者
彩
、
而
知
神
書
者
鮮
 
。

 
 
物
有
本
末
、
事
有
終
始
。
何
棄
本
取
末
焉
。
於
神
国
争
疏
神
書
乎
。

 
 
万
機
之
政
尚
以
神
事
為
最
第

一
。
但
神
代
事
理
既
幽
微
、
非
理
不
通
。

 
 
欽
惟
陛
下
寛
恵
叡
智
之
鯨
、
後
世
惜
其
流
布
之
不
広
、
遂
命
鳩
工
、

 
 
於
是
始
壽
諸
梓
 
。
旧
本
頗
純
駁
不

一
、
求
数
本
考
正
之
、
去
其
駁

 
 
而
録
其
純
。
用
之
国
而
及
之
天
下
、
則
以
成
熈
埠
之
治
、
以
紹
神
尊

 
 
之
統
、
保
瑞
穂
之
地
、
千
五
百
秋
将
必
有
頼
於
斯
焉
。

 
 
 
 
 
慶
長
己
亥
姑
洗
吉
辰
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正
四
位
下
行
小
納
言
兼
侍
従
清
原
朝
臣
国
賢
敬
識

 
こ
の
国
賢
の
践
文
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
諸
本
の
校
訂
を
経
た
本
文
で
あ

る
と
い
う
。
現
存
す
る
慶
長
勅
版
の
う
ち
、
割
注
の
存
す
る
も
の
と
し
て

注
目
さ
れ
る
。
版
式
は
四
周
単
辺

・
無
界
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
慶
長
勅

版
が
左
右
双
辺

・
有
界
で
あ

っ
た
の
と
異
な
る
。
清
原
家
の
家
学
を
大
成

し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
宣
賢
が
吉
田
家
か
ら
清
原
家

へ
養
子
に
入
っ

て
以
来
、
清
原
家
と
吉
田
家
と
の
関
係
は
密
接
で
あ
っ
た
。
清
原
国
賢
が

本
書
の
刊
行
に
関
与
し
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
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次
い
で
同
年
六
月
に
は
勅
版

『職
原
抄
』
が
刊
行
さ
れ
る
。
本
書
は
大

東
急
記
念
文
庫
、
安
田
文
庫
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
そ
れ
ぞ
れ
現
存
す
る
。

本
書
に
は
見
返
し
に
築
書
で

「職
原
紗
慶
長
乙
亥
季
夏
刊
」
と
あ
る
の
み

で
、
践
文
は
な
い
が
、
そ
の
本
文
は
宣
賢
自
筆
本
を
直
接
書
写
し
た
尊
経

閣
文
庫
中
原
康
雄
本
や
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
清
原
枝
賢
本
及
び
京
都
大

学
清
家
文
庫
蔵
清
原
国
賢
本
に

一
致
す
る
。
本
書
の
刊
行
も

『日
本
書
紀

神
代
巻
』
同
様
、
清
原
国
賢
に
命
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
慶
長

=
二

年

(
一
六
〇
八
)
四
月
に
至
り
、
秀
賢
も
こ
れ
ら
の
本
文
に
増
補
を
加
え

た
古
活
字
版
を
刊
行
し
て
い
る
。
版
式
も

『日
本
書
紀
神
代
巻
』
と
同
じ

く
四
周
単
辺

・
無
界
で
あ
る
。

 
以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
慶
長
四
年
の
僅
か
四
ヶ
月
の
間
に
、
七
種
も

の
勅
版
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
本
文
選
定
及
び
校

訂
に
西
洞
院
時
慶
等
が
関
与
し
た
も
の
と
、
清
原
家
が
関
与
し
た
も
の
と

に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
前
者
は
固
定
匡
郭

の
植
字
版
が
使
用
さ
れ
、
後
者
は
毎
版
の
組
み
替
え
に
よ
る
組
立
方
式
で

(28

)

あ

る
。
内
容

面

に
お

い
て
も
、
前

者

が
単
経

本

の
漢
籍

で
あ

る
の

に
対

し
、

後
者

は
割
注

を
有

す

る
国
書

で
あ

る
。
後

陽
成

天
皇

は

こ
れ
ら

を
同

時
期

に
、
そ

れ
ぞ

れ
個
別

に
刊

行

さ
せ

た
よ
う

で
あ

る
。

そ

の
う

ち
天
皇

が
重

視

し
た

の

は
間
違

い
な

く
国
書

の
方

で
あ

り
、

と
り

わ
け

『
日
本
書

紀
神

代

巻
』

で
あ

っ
た

こ
と

は
、
前

掲

の
蹟
文

に
明

ら

か
で
あ

る
。

四

 

後
陽
成

天
皇

は
文

禄

か
ら
慶

長
初

年

に
か

け
て
、
皇

室

・
公
家
が

伝
統

的

文
化

を
保

持
し
、
そ

の
存
在
意

義

を
世

に
明

ら

か
に
し

よ
う

と
努

力
し

、

慶

長
勅

版

の
刊

行

も
そ

の

一
つ
と

し

て
位

置
づ

け

ら
れ
る

こ
と
は
、

早
く

 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
(29
)

井

上
宗
雄

氏

の
指
摘

す

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

そ
れ

で
は
何

故
慶

長
勅

版

の

刊

行
が
慶

長

四
年

に
集
中

し

て
行

わ
れ

た

の
か
を
考

え
た

い
。

 
慶

長

三
年

八
月
、
後
陽

成
天
皇

の
庇

護
者

で
あ

っ
た
豊
臣

秀
吉

が

没
し
、

天
皇

は
同
年
十

月
、

病

を
理
由

に
譲
位

を

望

ん
だ
が

、
徳

川
家
康

の
反
対

に
あ

っ
た
。

こ

の
時

は

天
皇

の
病
気

が
平
癒

し
た
た

め

に
事
な

き
を

得
た

が

、
家
康

の
諌

止

は
皇
位

継
承

決
定
権

を

約

一
二
〇
年

ぶ

り

に
武

家

側

に

取

り
戻

し
た

も

の
と
し

て

の
意
義

は
大
き

く
、

以
後
家

康

は
天
皇

家

に
対

し
て
強
硬

な
態

度

に
出

る
。
家
康

の
開

版
事

業

と
し

て
著
名

な
伏

見
版

『
孔

子
家

語
』

『
三
略

』

『
六
婚

』

の
刊
行

も
、
慶

長
勅

版

と
ほ

ぼ
時

を
同

じ
く

す

る
慶

長

四
年

五

月

に
始

ま

っ
て

い
る

こ
と

は
決

し

て

偶

然

で

は
あ

る

ま

い
。
次

代

の
天
下

人

へ
の
階

梯

と
し

て
、
元
来

学
問

好

き

で
あ

っ
た
家

康

は
伏
見

版

の
刊
行

を

企
図

し
た

と
思

わ
れ

る
。

こ

の
こ
と

を
知

っ
た
後

陽

成
天
皇

は
、
学
芸

は
皇

室

・
公
家

の
も

の
と
し

て

の
対

抗
意

識

か
ら
、

慶

長
勅

版

の
刊

行

を
急

い
だ

の
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。
漢

籍

と
国
書

と

で

は
版
式

、
刊
行

者

が
異

な

る
の
は
、

両
者

の
刊

行
が

雁
行

し

て
行

わ
れ

て

い
た

こ
と
を

思
わ

せ

る
。
な

か
で

も

『
日
本
書

紀
神

代
巻

』

は
、
天

皇
家

の
存
在

意
義

を
世

に
示

す
も

の
と

し

て
、

最

も
重
視

さ
れ

た

と
考

え

ら

れ

一30



る

。

お
わ
り

に

 

以

上
、
慶

長
勅

版

の
う

ち
、
慶

長

四
年

に
刊

行

さ
れ

た
も

の
を
中

心

に
、

そ

の
刊

行
事

情

に

つ

い
て
些

か
私

見

を
述

べ
た
。

要
約

す
る

に
、

慶
長

四

年

の
刊
行

に
な

る
慶

長

勅
版

の
う

ち

、
漢
籍

の
五
種

に

つ
い
て
は
清
原
家

の
本

文

と
は
考

え
難

く
、

国
書

の

二
種

に

つ
い
て
は
清
原

国
賢

の
関
与

が

明
確

で
あ

る
。
慶

長

四
年

の
僅

か
四

ヶ
月

の
間

に
、
七
種

も

の
勅

版
が

相

次

い
で
刊
行

さ

れ
た
背

景

に
は
、
当

時

学
芸

の
面

に
ま

で
目
を
向

け
始

め
、

伏
見

版
を
刊

行

し

つ

つ
あ

っ
た
徳

川
家

康

へ
の
対

抗
意
識

が
あ

る
と
思

わ

れ

る
。

 

最

後

に
、
今

ま

で

ほ
と
ん

ど
触

れ

る
こ

と
が
な

か

っ
た
慶

長

二
年

刊

『錦

繍
段

』

『勧

学
文

』
に

つ
い
て
簡
単

に
述

べ
て

お
く

こ

と

に
す

る
。

こ
の
両

書

の
版
式

は
左
右

双

辺

・
有

界

で
あ

り
、
慶

長

四
年
刊
本

の
漢

籍

に
等

し

い
。

『
錦
繍

段
』
は
天
隠

龍
沢

編

の
漢
詩

集

で
あ

り
、
玄

圃
霊
山

の
蹟
文

を

有

し
、

そ

の
内
容

に

つ
い
て

の
研

究

は
ま

だ
始

ま

っ
た
ば

か
り
で
あ

る
。

『勧

学
文
』

は

『
魁
本

大
字

諸
儒

箋
解

古

文
真
宝

』
前
集

の
冒

頭
部

分
を

抜
粋

し

た
も

の
で
あ

り
、
書

誌

に

つ
い
て

の
詳
細

な
報

告
が
あ

る
。

 

両

書

の
刊
記

に
は

そ
れ

ぞ
れ

「
此
規

模

頃
出
朝

鮮
」

「
此
法
出

朝
鮮

」
と

あ

る

こ
と
か
ら

、

こ
れ
ら

は
キ

リ

シ
タ

ン
版

の
技

法

に
拠

り

つ
つ
も

、
秀

吉

を
揮

り
、
事
実

を
曲

げ

て
朝
鮮

の
活
字

技
法

に
仮
託

し
た

と
考

え
ら

れ

て
き
た
。

し

か
し
最
近

、

こ
れ

を
慶

長
勅

版

の
刊

行

に
従
事

し
た

「
朝
鮮

印
刷

工
」

へ
の
顕

彰

の
為

に
、

あ
え

て
刊

記

と
し

て
記

し
た

も

の
と
す

る

意

見
が

出
さ

れ
て

い
る
。

ち

な

み
に
、
古

活
字

版

で
は
な

い
が
、
京

都
大

学

附
属

図
書
館

清
家

文
庫

に
蔵

す

る

『大

戴
礼

記
』

『
孔
叢

子
』

『書

史
会

要
』

は
、

そ

の
奥
書

に
秀

賢
が

朝
鮮

人

に
本

文

を
書

写

さ

せ
た
旨

が
記

さ

れ

て
お

り
、
当

時

の
朝
鮮

人

の
活
動

が
垣
間

見

ら
れ
る
。

慶
長

勅

版

に
お

い
て
も
、

朝

鮮
人

の
技

術
者

を
印
刷

工

と
し

て
従

事

さ
せ

た
可
能

性

は
大

い

に
あ

る

と
思

わ
れ

る
。
本
稿

は
慶

長
勅

版

の
刊

行
事
情

の
ご

く

一
端

を

明

ら

か
に
し

た

に
す
ぎ
ず

、
古

活
字

版

の
印
刷
技

法

に

つ

い
て
は
依
然

と

し

て
不

明
な
点

が
多

い
。
今
後

は
文

禄

・
慶

長

の
役

で
日
本

に
連

行

さ
れ

た
朝
鮮

人
が

、
古
活

字

版
印

刷

に
も
た

ら
し
た

影
響

に

つ

い
て
も
考

え

て

い
く

こ
と
が

必
要

で
あ

ろ
う
。

注(1
) 

川
瀬

一
馬

『増
補
古
活
字
版

之
研
究
』
講
談
社
、
昭

42

・
12
 

一
七
七
～

一

 

九

二
頁

(2
) 
金

子
和
正

「古
活
字
本

の
印
刷
技
法

に

つ
い
て
 

ー
慶
長

勅
版
を
中
心

と
し

 

 
て
ー
」

(『ビ
ブ
リ

ア
』

六
七
 

天
理
図
書
館
、

昭
52

・
10
)
森
上
修
①

「慶
長

 

勅

版

『長
恨
歌
琵
琶
行

』
に

つ
い
て

(下
)
1
わ
が
古
活
字

版
と
組
立
式
組
版

 

技

法

の
伝
来
1
」

(『ビ
ブ

リ
ア
』
九
七
、
平

3
・10
)、
同
②

「古
活
字
版
印
刷

 

術

の
伝
来
 
き

り
し
た
ん
版
と
の
出
会

い
」

(『日
本
古
書

通
信
』
第
七
九

三
、

 

 
七
九
四
号

 
平

7

・
8
、

9
)

(3
) 

拙
稿

「慶
長
勅
版

『
長
恨

歌
琵
琶
行
』

『白
氏
五
妃
曲
』

の
刊
行

に

つ
い
て
」

 

 

(『汲
古
』

三
六
号
、
平

11

・
12
)

(4
) 

注

(1
)川
瀬
氏
前
掲

書

一
五
二
～

一
五
四
頁

(5
) 

注

(2
)森
上
氏
前
掲
論

文
①

七

一
～
七
二
頁

(
6
)

森
川
彰

「孝
経

の
和
刻

」

(水

田
紀
久

・頼
惟

勤
編

『日
本

漢
学
』
中
国
文
化

 

叢
書

9
 
大
修
館
書
店

、
昭
43

・
2
)

(7
) 

東
洋
文
庫
本

に
拠

る
も
の
が
昭
和
十
年

に
斯
文
会
よ
り
、
昭
和
十
九
年

に
は

 

佐
々
木
竹
苞
楼

の
覆
刻

に
、
影
印
を
補
配
し
た
も
の

(現
国
会
図
書
館
蔵
本

)

 

 
が
伏
見
稲
荷
大
社

よ
り
刊
行
さ
れ
て

い
る
。
と

こ
ろ
で
、
慶

長

四
年
刊

『古
文

 

 
孝
経
』
序

に
は

「
省
」

の
文
字
が
使

わ
れ

て
い
る
が
、

こ
の
字

は
次

に
示
す
よ

 

 
う

に
か
な
り
不
自

然
な
文
字

で
あ
る
。

こ
れ
は
小
秋
元
段
氏

が
慶
長

七
年

刊
古

一31一



 
 
活
字
本

に
お

い
て
指
摘

し
た
よ
う
に

(「
五
十
川
了
庵

の
『太
平
記
』
刊
行
 
-
慶

 
 
長
七
年
刊
古

活
字

本
を
中

心
に
ー
」

(『文
学

・
語
学
』
第

一
六
四
号
、
平

11

・

 
 
9
)
)依
拠

し
た
写
本
に
影
響

を
受
け
た
も
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
な

お
、
『孝

 
 
経
』

の
刊
本

に

つ
い
て
は
阿
部
隆

一
・
大
沼
晴
暉

「
江
戸
時
代
刊
行
成
立
孝
経

 
 
類
簡
明
目
録

」

(『斯
道

文
庫
論
集

』
第

一
四
輯
、
昭
52
・
12
)
、
大
沼
晴
暉

「孝

 
 
経
目
録
補
遺

並
江
戸
時
代
孝

経
刊

行
年
表
」

(『斯
道
文
庫

論
集
』
第
二

一
輯
、

 
 
昭

60

・
3
)
が
あ
り
、
本
稿

は
そ
の
多
大
な
恩
恵

に
与

っ
た
。

(8
) 

林
秀

一

「孝

経
喪

親
章

不
読
の
慣
行

に
就

い
て
」

(『孝
経
学
論
集
』
明
治
書

 
 
院
、
昭

51

・
11
)

(9
) 

天
理
本

を
検

討
し
た
も
の
と
し
て
、
木
村
三
四
吾
・金
子
和
正

『勅
版
考
 

一

 
 
古
文
孝
経
』

(
一
)
(
二
)
(
『ビ
ブ

リ
ア
』
二
一二
、
二
五
 

天
理
図
書
館
、
昭
37
・

 
 
10
、
昭

38

・
6
)
が
あ
り
、
東

洋
文
庫
本
に

つ
い
て
は
中
野
真
麻
里
氏

の
執
筆

 
 
に
よ

る

「岩
崎

文
庫
貴
重
書
書
誌
解
題
稿
-
古
活
字
版

の
部

(六
ご

(『東
洋
文

 
 
庫
書
報
』
第

三
〇
号
、
平
11

・
3
)
三
～
四
頁
が
あ
る
。

(10
) 

林
秀

一

「
わ
が
国
に
お
け
る
孝

経
の
伝
来
 
-
主
と
し
て
刊
本
時
代

に
つ
い

 
 
て
i
」

(『高

野
山

大
学
国
語

国
文

』
第
三
号
、
昭
51

・
12
)

一
六
六
頁

(H
) 

注

(2
)金

子
氏
前
掲
論
文

七
六
頁
。
筆
者
も
東
洋
文
庫

本
を
実
見
す

る
こ
と

 
 
に
よ
り
、
本
書

が
木
活
字

印
刷
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

(12
) 

注

(8
)
(10
)林

氏
前
掲
論

文
及
び
栗
原
圭
介

「孝
経
解
題
」

(『孝
経
』
新
釈

 
 
漢
文
大
系

35
 

明
治
書
院

、
昭
61

・
6
)

一
〇
頁

(13
) 

注

(1
)川
瀬
氏
前
掲
書

二
〇
四
～
二
〇
五
頁

に
翻
刻
が
、
図
録
篇

二
五
頁

に

 
 
写
真
が
掲
載

さ
れ
て

い
る
。

(14
) 

高
橋
智

「慶
長
刊
論

語
集
解

の
研
究
」

(『斯
道
文
庫
論
集
』
第
三
〇
輯
、
平

 
 
8

・
1
)

=
二
〇
～

=
一二

頁

(15
) 

森
上
修

「初

期
古

活
字
版

の
印
行
者

に
つ
い
て
 
ー
嵯
峨

の
角
倉

(吉

田
)

 
 
素
庵
を

め
ぐ

っ
て
i
」

(『ビ
ブ
リ
ア
』 
一
〇
〇
 
天
理
図
書
館
、
平

5

・
10
)

 
 

一
五
七
頁

(16
) 

注

(14
)高
橋

氏
前
掲
論
文

一
三
〇
～

一
三

二
、

一
六
三
～

一
六

四
頁

(17
) 

注

(7
)阿
部

・
大
沼
氏
前
掲
目
録

一
六
頁

(18
) 

高
橋
氏
は
古
活
字
版

『孟
子
』
の
本
文

を
検

討
し
た
上
で
、
「
清
原
博
士

が
直

 
 
接

に
古
活
字
版

の
校
訂

に
関
与
し
た
と

い
う
印
象
は
強
く

は
し
な

い
と
い
う
の

 
 
が
実
感
で
あ
る
」
と
述

べ
て
い
る
。

(「古
活
字
版
趙
注
孟
子

校
記
」

(『斯
道

文

 
 
庫
論
集
』
第

二
八
輯
、
平

5

・
3
 

一
四
九
～

一
五

一
頁
)

清
原
家

は
明

経
道

 
 
の
家
と
し
て
、
家
学

の
公
開

に
は
あ
ま

り
積
極
的

で
は
な
く

、
複
数
あ

る
家

本

 
 
の
う
ち
か
ら
公
開
し

て
よ

い
本
と
、
門
外
不
出

の
本

と
を
峻

別
し

て
い
た
の
で

 
 
は
な

い
だ
ろ
う

か
。
後
述

の
慶
長
勅
版

『日
本
書
紀
神
代
巻

』

『職
原
抄
』
に

つ

 
 
い
て
は
、
そ
れ
が
家
学
と
直
接
結
び

つ
く
も

の
で
は
な

か

っ
た
た

め
に
、

本
文

 
 
を
公
開
し

て
い
る
か
と
も
思
わ
れ

る
。

(19
) 

京
大
本

に
つ
い
て
は
拙
稿
「
清
原
家
嫡
流

に
お
け
る
庶
流
教
隆

の
位
置
」
(『和

 
 
漢
比
較
文
学
』
第

二
〇
号
、
平

10

・
2
)
を
参
照

さ
れ
た

い
。

(20
) 

阿
部
隆

一

「古
文
孝
経
旧
紗
本

の
研
究

(資
料
篇
)
」
(
『斯
道
文
庫
論

集
』
第

 
 
六
輯
、
昭

43

・
3
)

(21
) 

『時
慶
卿

記
』
は
西
本
願
寺

に
自
筆
本

が
存

し
、
東
京
大
学

史
料
編
纂
所

に
写

 
 
真
帳
が
あ
る
。

『夢
後

記
』
は
時
慶

の
訓
戒
書

で
あ

り
、
大
谷

俊
太
氏

に
よ
り
影

 
 
印
を
付
し

て
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
(『夢
後
記
 

ー
西
洞
院
時
慶
卿
庭

訓

1
』
(『南

 
 
山
国
文
論
集
』
第

=

二
号
、
平

1

・
3
)

(22
) 

村
山
修

一

「近
世
初
頭

に
お
け
る
都
市
貴
族

の
生
活
」

(
『史
林
』
第

四
三
巻

 
 
第
四
号
、
昭

35

・
7
)

(23
) 

木
村
三
四
吾

・
金
子
和
正

「勅
版
考
 

一
古
文
孝
経

(二
)」

『
ビ
ブ

リ
ア
』

 
 
二
五
 

昭

38

・
6
 

四
〇
～

四
二
頁
。

た
だ
し
匡
郭

・
柱
刻

・
界
線
を
固

定
し

 
 
た
ま
ま
活
字

の
み
解
版
、
組
版
を
繰

り
返

す
点

に
関

し
て
は
植
字
技
術

上
困
難

 
 
で
は
な

い
か
と
の
指
摘
も
あ

る
。

(中
根
勝

『日
本
印
刷
技
術
史

』
八
木
書
店
、

 
 
平

11

・
12
 

一
四
〇
頁
)

(24
) 

阿
部
隆

一

「本
邦
中
世

に
於

け
る
大

学
中
庸

の
講
請
伝
流

に

つ
い
て
ー
学
庸

 
 
の
古
紗
本
並

に
邦
人
撰
述
注
釈
書

よ
り
見
た
る
ー
」

(『斯
道

文
庫
論
集
』

第

一

 
 
輯

 
昭

37

・
3
)

一
四
、

三
三
頁

(25
) 
注

(1
)川
瀬
氏
前
掲
書

一
八
三
頁

(26
)

白
山
芳
太
郎

『職
原
紗

の
基
礎

的
研
究
』
神

道
史
学
会
、
昭

55

・
2
 

一
七

 
 
～

一
八
頁

(27
) 

注

(26
)白
山
氏
前
掲
書

七
二
～
七
八
頁
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(28
) 

注

(2
)森
上
氏
前
掲
論

文
①

五
三
頁

(29
) 

井
上
宗
雄

『中
世
歌

壇
史

の
研
究

 
室
町
後
期
 
改
訂
新
版
』
明
治
書
院
、

 
 
昭

62

・
12
 
五
九

七
～

六
〇

一
頁

(30
) 

今

谷
明

『武
家

と
天
皇
』
岩
波
書
店
、
平

5

・
6
 

一
三

一
～

=
二
二
頁
、

 
 
久
保
貴

子

『近
世

の
朝
廷
運
営
 
-
朝
幕

関
係
の
展
開

ー
』
岩

田
書
院
、
平

10
・

 
 
5
 

三
三
～

三
六
頁

(31
) 

こ
の
三
書

と
も

に
慶

長
四
年
五
月

の
践
文
を
有
す

る
が

、阿
波
国
文
庫

蔵
『
六

 
 
鱈
』

の
原
表
紙
の
裏
張
り

に
は

『孔

子
家
語
』
が
み
ら
れ
、
『孔
子
家
語
』
が
二

 
 
書

に
先

ん
じ
て
刊

行
さ
れ
た

こ
と
が
う

か
が

え
る
。

(川
瀬
氏
「伏
見
版

と
駿

河

 
 
版
」

(『書
物

春
秋

』
第

一
九
号
、
昭

7

・
6
)

一
七
頁
及
び

注
(
1
)川
瀬

氏
前

 
 
掲
書

二

一
〇
頁

)

(32
) 

こ
こ
で

い
う
刊

行
者
と
は
、
西
洞
院
時
慶
、
清
原
国
賢
等

の
刊
行
責
任
者

と

 
 
で
も

い
う

べ
き
人
物

の
こ
と

で
あ

り
、
実
際

の
印
刷

工
で
は
な

い
。

(33
) 

堀
川
貴

司

「
『錦
繍
段
』

小
考

」

(『説
林

(愛
知
県
立
大
学
)』
第

四
六
号
、

 
 
平
10
・3
)
、
同

「
『錦
繍
段
』

小
考

(続
)」

(
『説
林
』
第

四
七
号

、
平
11
・
3
)

 
 
な
お
、
筆
者

は
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本

(
二
ニ
ー
四
三
-
六

二
)
、
東

洋
文
庫

蔵

 
 
本

(三
1
A

e
1

2
)
を
実
見
し

た
が
、

両
書

共
活
字

の
訂
正
個
所
が
完
全

に

 
 

一
致
し
、
刊
行
直
後

の
校
正

で
訂
正

が
行

わ
れ
た
こ
と
を
推
定
さ
せ
る
。

(34
) 

木
村
三
四
吾
・金

子
和
正
・大
内

田
貞
郎

「勅
版
考
 
二
勧
学
文

(
一
)
」

(『ビ

 
 
ブ
リ
ア
』
三
三
 

天
理
図
書
館
、
昭

41

・
6
)

(35
) 

注

(2
)
森
上
氏
前
掲
①
②
論
文

(36
) 

大
内
田
貞
郎

「「古

活
字
版
」

の
ル
ー

ツ
、

そ
し
て
終
焉

(消
滅

)」

(『ビ
ブ

 
 
リ
ア
』

=

三
 

天
理
図
書
館
、
平

12

・
5
)
な
お
、
慶

長
勅
版

『錦
繍
段
』

 
 

の
蹟
文
を
記
し
た
玄
圃
霊

三
は
西
笑

承
党
等
と
共
に
秀
吉

の
朝
鮮
侵
略

に
協
力

 
 
し
て

い
る
。

(北
島

万
次

『豊
臣
政
権

の
対
外
認
識

と
朝
鮮
侵
略
』
校
倉
書

房
、

 
 
平
2

・
9
)

(37
) 

当
時

の
渡
来
朝
鮮
人

の
動
向

に

つ
い
て
検
討
を
加
え
た
も

の
と
し

て
、
丸
茂

 
 
武
重
「文
禄
、
慶

長
の
役

に
於
け
る
朝
鮮
人
抑
留

に
関
す

る
資
料

」
(
『国
史

学
』

 
 
第
六

…
号
、
昭

28
・
7
)、
内
藤
篤
輔

『
文
禄

・
慶
長
役

に
お
け
る
被
櫨
人

の
研

 
 
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、

昭
51

・
3
、
鶴
園
裕

・
中
野
節
子

・
片
倉
穰

・
笠
井

 
 
純

一

『日
本
近
世
初
期

に
お
け
る
渡
来
朝
鮮
人

の
研
究

ー
加
賀
藩
を
中

心
に
ー

《研
究
成

果
報
告
書
》』
平

3

・
3
が
あ
る
。

(や
す

の
 

ひ
ろ
ゆ
き
)

一33一


